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SUBARU 群馬製作所 矢島工場における再エネ電力の活用拡大に向け 

オフサイトコーポレート PPA を追加で締結 

 
 

SUBARUは、東京電力エナジーパートナー株式会社（以下、東京電力EP）および株式会社富士テクニカルコーポレ

ーション（以下、富士テク）との3社間で2024年10月に締結*1したオフサイトコーポレートPPA*2（以下、既存契約）に続

く追加の契約（以下、追加契約）を締結し、群馬製作所 矢島工場（以下、矢島工場）における再エネ電力の活用を

拡大します。 

 

追加契約では、既存契約に基づき設置された発電設備および新設される太陽光発電所（設備容量：約5.2MW）

にて富士テクが発電する再エネ電力を、2026年2月以降、東京電力EPが当社の矢島工場および東京事業所へ

供給します。本取り組みを通じて再エネ電力の活用をさらに拡大することで、既存契約にて、東京事業所の非稼

働日における余剰電力を活用していた矢島工場では、年間電力使用量（消費量）の約10％に相当する 

約5.7GWhが再エネ電力となります。これにより、東京事業所に供給される年間使用電力量（消費量）の約14％に

相当する約4.5GWhの再エネ電力とあわせて、矢島工場および東京事業所における年間のCO₂排出削減量は、

既存契約で見込まれる約1,600トンから約3,800トンに拡大する見込みです。 

 

 
 

SUBARUグループは、工場やオフィスにおける温室効果ガスの排出（スコープ1*3およびスコープ2*4）において、

2050年のカーボンニュートラルを目指し、脱炭素社会に貢献するため、2035年度までに2016年度比でCO2排出量

の60%削減という中期目標を掲げています。これまで、電力由来のCO2削減において、省エネによる電力使用量の

削減と自社敷地内への太陽光発電の導入を優先的に進めた結果、2023年度末時点で国内における太陽光発電

設備の導入設備容量は11MW以上となり、約12GWhの再エネ電力を創出し、約4,500トンのCO2削減を果たしていま

す。 

 

SUBARUは、今後も持続可能な社会の実現のために、再エネ電力の活用拡大と安定的で効率的な利用に向けた

取り組みを進めていきます。 

 

SUBARU環境方針 https://www.subaru.co.jp/outline/plan.html 

 
*1：SUBARU 再生可能エネルギー由来の電力活用に向けオフサイトコーポレートPPAを締結（2024年10月25日） 

https://www.subaru.co.jp/news/2024_10_25_133712/ 

*2：オフサイトフィジカルコーポレートPPA（Power Purchase Agreement）は、発電事業者が所有する発電施設で発電された再エネ電力 

を、小売電気業者を通じて需要者に供給する長期契約 
*3：企業の自社施設から直接排出される温室効果ガス 

https://www.subaru.co.jp/outline/plan.html
https://www.subaru.co.jp/news/2024_10_25_133712/


  

*4：他社から供給された電気・熱・蒸気の使用にともない間接的に排出する温室効果ガス 


